
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝３月の行事計画＝ 

 ３日（金）ひな祭り       １７日（金）寿司の日 

６日（月）誕生会        ２１日（火）２階理美容 

１０日（金）選択食        ２４日（金）選択食 

１４日（火）梅昆布茶を楽しむ会  ２８日（火）３階理美容 

１５日（水）梅昆布茶を楽しむ会 

                                      

＝４月の行事計画＝    

６日（木）誕生会        ２８日（金）選択食 

１４日（金）選択食        

１８日（火）２階理美容     日付未定：焼き芋パーティー 

２１日（金）寿司の日      日付未定：新茶を振る舞う会 

２５日（火）３階理美容     日付未定：お花見 
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発行責任者／七枝 隆志   編集／介護老人福祉施設  青梅療育院 

《社会福祉法人 仁育会 経営理念》 

 地域との連帯を深め信頼される社会福祉施設としての確

立と、安心と安全を守るゆとりある生活支援を目指しま

す。 

《青梅療育院運営方針》 

1. 利用者から安心されるサービスの提供 

1. 生活の安全を守るサービスの提供 

1. 要介護度に応じた適切なサービスの提供 

 



 

 

 

＝最近の特養施設における経営実態＝ 

 新型コロナウィルスの感染が第 8波へと広がり、3年間を超える波状的感

染は一向に収束がみられない状況が続いています。このような環境の中で行

動の自由が制限されているご利用者様には本当に申し訳ないと思っておりま

す。 

 コロナの感染予防対策としての衛生用品等につきましては東京都からの支

援を頂き、ワクチンの予防接種に関しましても、介護施設は先行して実施で

きている状況です。 

 しかしながら、施設内感染（クラスター）の予防対策については、常に職

員自身の感染予防に重点を置いていく必要があり、外部からの感染対策には

充分な配慮をしてきています。 

 同じ今井地区には 5 施設の特養施設がありますが、施設内でクラスターが

発症しますと職員の不足など業務に支障を来すことから、施設間において相

互に職員の動員による協力関係を保ち、相互に応援体制をとっていくことに

しています。これらは災害発生時における相互支援体制の協定によって行う

ことになっております。 

 また、急激な社会変動により事業経営にも影響が出てきています。食品材

料の急激な高騰や衛生材料、電気水道代等すべての生活関連経費において、

昨年とは比較にならない程の経費増が見られることから、事業経営の安定化

対策には常に配慮しながら、利用者様への生活に影響が出ないよう努めてお

ります。このような社会経済の大きな変動に対して、厚生労働省や東京都で

はいずれ何らかの対策を考えて頂けるものと期待しております。 

 さて、特養施設では生産性の向上とＩＣＴ化が強く求められていますが、

介護の事業は人間同士の同意のもとに行う作業ですから、全てを機械的に実

行することは困難であり、人間にしか提供できないサービスも求められてい

るため、新しいシステムとの共存を模索しながら行動していくことになりま

す。 

 

 

 



 

 

 

 全国における社会福祉法人の経営状況は、令和 3年度において全体の収支

差率は 2.8％となっており、その中で赤字経営法人の割合は 33.8％となって

おります。これが年々増大している傾向にあると言われています。これも急

激な諸物価高騰による影響と人材不足によることが大きな原因とされていま

す。 

 このような環境の中で各企業の給与改善が求められていますが、特に中小

企業においては賃金の大幅な改善は困難と言われており、社会福祉法人にお

いても国が定める介護報酬の大幅な改定がなされない限り、現状での賃金改

定は極めて困難なことであり、ますます人材の確保も厳しい環境に置かれる

ことが心配されます。 

 

 

 

 

 青梅療育院には昭和 62年より藤橋小学校 6年生のボランティア受け入れ

を行っていました。 

毎日放課後に 6年生の 3～4名が来院し、居室のゴミ集めや廊下の手すり

拭き、モップ掛けなどを行っていました。これは特殊な校外活動として東京

都教育委員会からも表彰された活動です。 

しかし、コロナ禍になり、感染対策の観点からここ数年は受け入れするこ

とができていませんでした。関係性が薄れる中、今年の 6 年生の方々から敬

老の日にお祝いの歌等が撮影されたビデオレターが届きました。 

そんな優しい 6年生の皆さんも卒業です。施設ではビデオレターに感激さ

れたご利用者様がお返しのビデオレターを送りました。 

藤橋小学校 6年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。これからも藤

橋小学校の皆さんと良い関係を作っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤橋小学校 6年生の皆さんご卒業おめでとうございます！！ 



 

 

 

 

2月の節分豆まき！！例年ではこわ～い顔をした鬼が大きな金棒を振り回し

ながら施設内をねり歩き、職員も怖がるほどでしたが、今年の鬼は優しい顔

をした鬼でした！！利用者様も元気に鬼退治をしてくれました！ 

お昼は美味しい巻き寿司をいただきました (^.^) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節分豆まき！！ 


